
 

    

木材と木造建築の未来を切り開く 

後藤木材では、木材の弱点となる性質改質や、木造建築の可能を広げる開発など、常に時代

をリードする開発に力を入れています。 

【 圧密技術で国産材の用途開発 】 

杉や桧には「柔らかく変形しやすい」という欠点がありました。その課題を克服するため、圧

密技術という性質改質技術を開発し木材の新たな価値を生み出しています。 

【 ＧＷ工法で木造大空間を実現できる構造開発 】 

一般流通材を活用した独自の工法で、約 12ｍを 1グリッドとし、グリッドを繋げて、鉄骨造や

RC造でしか実現できなかった、一室大空間を木造で実現することができます。  

カーボンニュートラルな社会の実現に向けて先進的かつ高品質な商材を提供し、木材の可能性

に挑戦し続けます。 
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